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◆出席報告　　　　出席副委員長　津末美代子
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◆点　　鐘　　12：30

◆体　　操　　自律神経強化体操

◆Ｒ　　Ｓ　　Ｒ-Ｏ-Ｔ-Ａ-Ｒ-Ｙ

◆唱　　歌　　村まつり

◆Ｂ. Ｇ. Ｍ　　「ムード音楽ベストセレクション」より
パリのめぐり逢い
ある愛の詩
白い恋人たち　　　他

◆ビジター　　内野由美子（杵築ＲＣ）

会長の時間 会長　亀井　　孝

　10月18日、今日は何の日？
　新聞少年の日・新聞配達の日　だそうです。新
聞週間（10/15～10/21）中の日曜日を選んで、発
行部数の90％以上を占める宅配制度を支える、新
聞配達の人達に感謝しようと、新聞協会が制定し
た日です。
　新聞もメディア（情報の記録）の一つです。マ
スメディア（大衆情報）です。
　その他色々な情報の種類が錯綜する現在です
が、最近のＩＴ用語で「情弱」と言うのがあります。
これは、情報弱者の事です。反対は「情強」です。
例えば、東北大震災の時、東京では電気が止まり
大パニックになり、何百万人の人たちが家に帰り

1069ＶＯＬ．24 -15
2011 年 10 月 18 日

着くのに翌朝までかかったとか。その時、情弱に
なるか、情強になるか。情強の若い人達は、いち
早く自分の携帯又はタブレットを使い、情報を収
集し、避難場所、宿泊場所を確保し、又は自宅ま
での最速の道順を携帯マップ情報で収集し、早く
帰り着いたりしました。
　年齢的には60歳位から上の人達、つまり、アナ
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ログ世代が情弱になりやすいようです。
　今まさに、日本のロータリークラブの年齢構成
も情弱になっている様な気がします。
　本日の卓話は、鳴海会員です。タイトルは “米
山月間に思う” です。よろしくお願いします。

幹 事 報 告 幹事　森園　伸也

―職業奉仕月間・米山月間―

１．本日の卓話
「米山月間に思う」鳴海　淳郎 会員

２．職業活動表彰
ぶたまんの店 幸崎　店主　幸

こうざき

崎　雅
まさひろ

弘氏

３．９月の例会にてご協力をお願いしておりまし
た「おぎゃー献金」の益金が6,500円になり
ましたのでご報告致します。ご協力ありがと
うございました。本日、感謝状が届いており
ますのでご披露致します。

４．ＲＩ第2720地区岡
おかむら

村泰
やすたか

岳ガバナーエレクト事
務所開設のお知らせ
住　所　〒870-0307　大分市坂ノ市中央3-3-5
　　　　オカムラグループ内
　　　　Tel（097）593-3456  Fax（097）592-1345
　　　　メールアドレス　ri27201213g@okamura-group.jp
＊2012年７月１日より、ガバナー事務所となります

５．「2011-2012年度　地区ロータリー財団セミナー
（未来の夢計画勉強会）」開催のお知らせ
日　時　平成23年12月３日㈯13：00～16：00
場　所　大分県教育会館（大分市大字下郡496-38）
出席者　会長、次年度会長、幹事、Ｒ財団委

員長、ガバナー補佐、地区Ｒ財団部
門委員

６．10月16日（日）9：30～別府の森ゴルフ倶楽
部に於いて「近隣４ＲＣ親睦ゴルフコンペ」
が開催されました。
☆優　勝：鈴木貫史氏（日出ＲＣ）
☆準優勝：近藤賢司会員　
☆３　位：大野雅治元会員

参加者：亀井　孝、後藤　隆、近藤賢司、岐
部光男、森園伸也　各会員

　　　　大野雅治元会員

７．10月16日（日）13：30～ビーコンプラザフィ
ルハーモニアホールに於いて第34回別府市民
合唱祭が開催され、ロータリーコールより村
津忠久会員が参加されました。

８．委員会報告
ロータリー探究：No.454「米山月間に思う」

鳴海淳郎Ｒ情報委員長より

９．お祝い
配偶者誕生日　亀井京子さん（10月21日）

※記念品をお渡しいたします。

10．次週の予定
「職場例会」
ＢＭハラダ椎茸農園に於いて12：30～開催い
たします。

11．本日の回覧
①「職場例会」出・欠席（10月25日）
②「もみじ谷奉仕作業」出・欠席（11月３日（祝・木））
③くにさきＲＣ　週報

12．本日の配布
①週報No.1067,1068

スマイルボックス 副委員長　平野　教康

○杵築ＲＣ　内野由美子氏
　先日は近隣４ＲＣ親睦ゴルフでお世話になり
ました。

○村津会員
　一昨日、16日・日曜日、「第34回別府市民合
唱祭」が開催されました。私が出演した「クー
ル・あおやま」、「ロータリーコール」、共に好
評で、最後の「鶴見火山・全６曲」も盛大な拍
手を頂きました。
　盛会の中に終わることが出来ました事に、全
てに感謝してスマイル。
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○大江会員
　昨日はお客様より大田村の白髭神社のどぶろ
くを頂きました。1300年という節目のお酒を飲
み、遠い昔から変わらない味に感謝感謝と何杯
もお代わりをしました。

○近藤会員
　一昨日の近隣４ロータリークラブの親睦ゴル
フ大会で準優勝をゲットしました。でもでも私
の前にいらっしゃる杵築ロータリーの内野さん
はニアピンを２つも取り、もうちょっとでドラ
コンまでかっさらっていく勢いだったのです。
そして「ＢＢ賞」という賞までとったのです。

○森園会員
　内野さん、ようこそ別府中央ＲＣへ。先日の
ゴルフお疲れ様でした。内野さんのドラコンを
２つも横取りして自己ベスト更新しました。

○後藤会員
　内野さん、ようこそ別府中央ＲＣへ。来月も
待ってますよ。

○岐部会員
　内野さんいらっしゃい。先日のゴルフ、お疲
れ様でした。またお願いします。

○森会員
　職業表彰の幸崎氏が人前に出たくないとダダ
をこねて出て来ませんでした。どうしたものか
会長に相談して私が手渡ししてはどうかとのこ
とで、そうさせて頂きます。

卓　　話 鳴海　淳郎

奉仕の人・米山梅吉を想う 

　常々、人の一生は、生
まれ育った環境と、いろ
いろな人との出会い、中
でもその過程における強
烈な印象または感動が、
しばしばその人の一生を
左右する運命的な出会い
になるということを痛感
する昨今ですが、このよ
うな意味で、米山梅吉翁の人となりを考えてみた
いと思います。（以下、敬称を略させていただき
ます）

米山梅吉の生い立ちと，その生涯

・梅吉は、慶応４年２月４日、東京芝田村町の武
家屋敷で、大和国高取藩士・和田竹造の三男とし
て生まれました。母は、うたと言って三島大社の
神官の娘で、当時としては最も教養のある家庭に
生まれたことになります。
・５歳の時に父を失った梅吉は、その後母の実家
である伊豆の三島に移り、母の手一つで育てられ
ました。

梅吉が幼少の時に通った学校映雪舎
・８歳のとき三島から田圃伝いの長泉村の小学校

（映雪舎）に入学しました。それは梅吉の兄が映
雪舎の先生をしていたからでした。　
　この学校は、普向寺というお寺を校舎に代用し
たもので、その初代校長は久我頑量という老年の
お坊さんで、漢籍に精しい人でした。　梅吉はこ
の先生について漢学を修めました。
　映雪舎という校名は土地柄を現しており、富士
山が真正面に見える眺望日本一のところで、富士
の霊峰を仰ぎ、千古の雪に映える学び舎が純真な
少年に与える精神的影響は、計り知れないものが
あったと思われます。
　教養ある両親から受けた素質もあってか、梅吉
の成績は抜群で身だしなみもよく、人との挨拶も
よくしたそうです。神童の誉れが高く、おまけに
美少年であった梅吉は、土地の旧家・米山家の養
子に懇望されました。　明治12年のことで、以来、
米山梅吉と名乗ることになりました。

梅吉の沼津中学校での活躍
・映雪舎で尋常高等小学校の課程を修了した梅吉
は、養父の配慮で明治14年沼津中学校に入学しま
した。それは現在の県立沼津中学校とは全く別の
もので、旧幕臣のために造られた沼津兵学校の解
散したあとのものでした。
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しました。
・アメリカへ行くため、福音英語学校の夜学や東
京英和学校に通って英語を習いました。
・だまって、米山家を出てきた梅吉は、ある日米
山家を訪ね、あやまり、すべてを許してもらい、
アメリカへ行くことも了解してもらいました。
・明治20年10月、梅吉は米山家の養子となり入籍
しました。そして、翌年、親兄弟に見送られてア
メリカへ出発しました。

滞米８年　
・メソジスト派の福音会をたよってアメリカへ
渡った梅吉は、サンフランシスコに滞在しました。
ここには日本から40～50人の青年がいろいろな志
をもって身を寄せていました。
・このころ東京英和学校（後の青山学院）でお世
話になった本多庸一先生もアメリカに来ていまし
た。ある晩、本多先生を訪ねた梅吉は、先生が火
鉢の灰の上に「巧遅拙速」となにげなく書いたの
に気づきました。鋭い梅吉は「まずく速いより、
遅くても良いほうが良い」といさめられたことを
悟りました。
・江戸時代、鎖国をしていた日本に開国をすすめ
た提督ペリーの伝記を読んで、梅吉はペリーを尊
敬していました。それで、後にペリーの生地ニュー
ポートを訪ねました。
・このころ、学費をもってアメリカへ行く青年は
殆んどおりませんでした。アメリカには貧しい青
年のために学問の道が開かれていました。　こう
した学生はスクールボーイと呼ばれ、住む部屋を
与えられ、仕事の合い間に学校へ行くことが許さ
れていました。　梅吉はこの仲間に入って働きな
がら勉強しました。
・梅吉は、福音会関係のハリス監督の推薦でオハ
イオ州ウェスレアン大学へ入学、さらにニュー
ヨーク州シラキューズ大学で法学を学びました。
　学資を稼ぎながらの苦しい８年間でしたが、こ
の間、梅吉は世界のことにふれ、いろいろなこと
を学びました。　

帰国後の生活
・明治28年、梅吉翁はアメリカから帰国しました。
新聞記者を目指していた梅吉は、アメリカで書い
た原稿「提督彼理」(提督ペリー)を出版しました。
この本の題字は勝海舟に書いてもらっています。
このころ、梅吉は勝海舟と親しく、榎本武揚、福

　明治政府が誕生したために、この兵学校は明治
４年に東京に移転してしまいましたが、その際、
付属小学校の残留生徒たちの為の集成舎ができ、
やがてそれが沼津中学校に発展したのです。こう
いう歴史から、教師には人材が多く、旧幕臣の学
者達が教師を務めていいました。とくに梅吉は、
初代校長の江原素六先生から多大の感化を受けま
した。
・こういう由緒ある学校で、梅吉は中学生として
英・漢・数をギッチリ身につけました。とくに漢
学は四書の輪読で個人教授を受けたので、この時
代に梅吉は既に漢詩を作ることができました。そ
れで、当時東京で発行されていた『頴才新誌』と
いう雑誌によく投稿していましたが、これに一番
多く掲載されたのは梅吉と夏目金之助（後の夏目
漱石）でした。
・このように、梅吉は学校の成績はよく、友達も
多かったので、楽しい中学生生活を送ることがで
きましたが、そうするうちに将来を考えるように
なりました。そして、このままで行くと、旧家を
継いで地主として一生を過ごさねばならない、こ
うした前途に対する煩悶から、ついに家出を考え
るようになりました。
・沼津ではもう学ぶものは学んだ、この上は上京
して、どんな苦学をしてでもそれ以上の勉強をし
たいという願望が、ついに彼に無断家出を決行さ
せてしまったのです。

東京苦学時代
・16歳の梅吉は一人箱根を越えて横浜に出、そこ
から初めて汽車に乗り、３日がかりで東京に着き
ました。（明治16年）
・沼津中学の先輩をたよって、梅吉少年は銀座の
江南学校に入学しましたが、もっと深い勉強がし
たいと、間もなく芝の土居光華先生の塾に移りま
した。この塾で得た大きな収穫は藤田四郎と懇親
を結ぶことができたことです。（後年梅吉が三井
銀行に入社することができたのは、この親友藤田
四郎のお陰でした。）　しかし、梅吉は満足しませ
んでした。
・アメリカへ行けばお金がなくても、スクールボー
イをしながら学校へ通えることを知った梅吉はア
メリカに行って勉強をすることを考えはじめまし
た。そこで、苦学生の梅吉少年はしばらく学問を
あきらめ、東京府の吏員（公務員）試験を受けて
合格、働いてアメリカへ行くお金を貯めることに
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に図書館と本を寄付しました。　これは「米山文
庫」と呼ばれ、人々に親しまれ利用されるととも
に、村人の自慢の一つとなりました。
・昭和９年三井家が協力して設立した「三井報恩
会」の理事長を務めるようになり、梅吉は三井報
恩会の仕事に専念するようになりました。　三井
報恩会は貧しい人々を救うため、いろいろな活動
をしました。　学問の研究や実験に協力したり、
助けた人は数えきれません。すべて奉仕の精神を
持った梅吉翁のリードによるものでした。

とくに晩年における活動　
・梅吉は1936年（昭和11年）三井信託会長を辞任し、
経営の第一線から退きましたが、三井報恩会の理
事長は1944年（昭和19年）まで続けており、その
後も三井報恩会評議員会会長として、三井報恩会
に関わっています。　
・1937年（昭和12年）私財を投げうって緑岡小学
校（青山学院初等科の前身）を創り、新しい教育
を手がけました。そして、あたたかい雰囲気の中
で、正しくのびやかに信頼できる人間教育をした
いと考え、梅吉校長は毎週一回 「人々にしてほし
いとあなたがたの望むことを、人々にもその通り
にせよ」 という聖書の言葉を読み、それについて
話をしました。
・1938年（昭和13年）貴族院議員に勅選されました。
・1942年（昭和17年）には勳四等に叙せられ、瑞宝
章を受賞しました。
・ 1940年（昭和15年）外国との戦争がこじれ、ロー
タリークラブの方針の一つである国際性が、軍部
ににらまれるようになり、クラブを解散しなけれ
ばならなくなりました。

沢諭吉とも交友がありました。
・明治29年10月、梅吉は米山はると結婚しました。
新聞記者になることをあきらめた梅吉は、英語の
できる人を求めていた日本鉄道会社に入社しまし
た。しかし、生活は楽ではありませんでした。

実業家への歩み～とくに三井銀行での活躍
・梅吉は長女が生まれたのを機に、旧友藤田四郎
の義父・井上馨の推薦で三井銀行へ入行すること
になりました。明治31年31歳の時でした。　この
頃、政界では伊藤博文、陸軍では山形有朋、財界
では井上馨と言われていました。　生活は安定し
ました。２年目には上司から認められ、優秀な３
人に選ばれ、２年かけて欧米の銀行を見て学んで
くる役を命じられました。
・同行の３人でまとめた報告書は、三井銀行ばか
りでなく日本の銀行を改めるものとなりました。
いつしか梅吉は三井の米山ではなく、日本経済界
の代表者の一人と見なされるようになりました。
・大正３年、47歳の時、「新隠居論」という考え
を発表しました。これは、年寄りは後進に仕事を
譲り、これまでの経験を生かして社会に尽くすこ
とをすすめるものでした。

日本にロータリー・クラブをつくる
（東京ロータリー・クラブ誕生）
・大正９年、53歳のとき、梅吉はアメリカで創立
された奉仕団体ロータリークラブを日本に設立
し、会長になりました。そしてロータリー会員と
しての奉仕の生活―新隠居論の実行に力をそそぎ
はじめました。

その他の諸活動
・大正10年、梅吉は米英訪問実業団に
加わり、アメリカへ向かいました。こ
のときフランクリン・ルーズベルト大
統領、ロックフェラー研究所の野口英
世博士と会いました。
・梅吉は、「銀行行余録」、「常識関門」、

「看雲録」など多くの本を出版しまし
た。これらの本の中に梅吉のすぐれた
考え方がうかがえます。
・大正13年、日本ではじめての信託会
社、三井信託株式会社を創立しまし
た。　
・昭和６年、梅吉は郷里の長泉小学校
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　毎日が忙しく20代、30代、40代、50代の40年は
人の事などかまっておられず、私事にばかり追わ
れました、特に20代、30代は家事、育児に追われ
る毎日で、すこし余裕が出来てやれやれと思い少
し自分の事をと気付いた時は、「あ～、あと何年
元気でいられるか」といったしまつ。
　気持ちだけは若いが、体はぼろぼろになり、な
んとなくバランスに欠ける気がするのは私だけで
しょうか？
　母は90歳になり食事だけが楽しみになっている

のに、歯を大事にしなかったために、入れ歯が合
わず今更どうにもならん！と怒ります。小さくき
ざんだ流動食の様な食事を見て「歯だけは大事に
せんといかん」と思い歯医者さんに通っています。
　この先食べる事しか楽しみがなくなったら何よ
り歯が一番！気が付くのが遅いかもしれないです
が、歯の治療に頑張っています。80歳になっても
90歳になっても、生きている間は自分の歯で美味
しく食事が出来る自分でいたい。皆さんはいかが
ですか？

・しかし、戦時中は「水曜クラブ」と名を変え、ロー
タリーの精神は受け継がれました。
・晩年、病気がちだった梅吉は、無理がたたり、
昭和21年４月28日、長泉村下土狩の別荘で永遠の
眠りにつきました。78歳３ヶ月でした。

補遺　米山梅吉翁は最後までクリスチャンにはな
り切れなかった。

　米山梅吉翁が生涯の恩人であった本多庸一師
は、日本メソジスト教会初代監督となり、キリス
ト教の重鎮として活躍した人であるが、東京英和
学校時代についでアメリカ留学中でも特に指導を
受けた。更にハリス監督の強い勧めがあったにも
拘わらず、遂にキリスト教信者にはなりきれず、
平素俗人だと自称していたが、実は「心の奥に強
い敬神の念がひそんでいて、せめて子ども達だけ
でもという気持ちがあったのであろう」と、三男
の桂三氏は述懐している。
　昭和７年11月、青山学院は創立50周年を迎えた
が、功労者の石坂院長は老齢をもって勇退した。
　その後任に米山梅吉を推す動きがあったが、意
向を打診された梅吉は、「自分はクリスチャンで
はない。酒も煙草もやる俗人だ。とてもその任で
はない」と断り、次の院長に阿部義宗氏を強く推
したとされている。　
　そして、1946年（昭和21年）４月28日、78歳３
ヶ月で逝去した梅吉の戒名は「聖徳院殿梅園浄香
居士」となっている。
　因みに、昭和30年３月31日、81歳で逝去した春
子夫人の葬儀は４月２日麻布霞町のカトリック教
会で行われ、マリア・エリザベートを贈られている。
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ロータリーの友事務所
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